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南小
国 議

会
広
報

地域の方々が見守る中、登校する児童たち。地域の方々が見守る中、登校する児童たち。
今年の新入生は、今年の新入生は、
市原小１２名、りんどうヶ丘小１５名、市原小１２名、りんどうヶ丘小１５名、
中原小３名、南小国中２５名です。中原小３名、南小国中２５名です。



持続可能な町の実現へ！
令和７年度　一般会計当初予算　　　令和７年度　一般会計当初予算　　　

　総額５７億７００万円　可決　総額５７億７００万円　可決
ここに注目 ‼　今年の予算

　議員の気になるポイントは？

小国杉モバイル建築施設整備工事
９９５万円　　　　　（下城孔志郎議員）

Ｑ
 

モバイル建築の「基準」はあるのか？ま

たそれは公開しているのか？

Ａ
 

基準は製造ノウハウをもつ一般社団法人

日本モバイル建築協会が定めているが公開して

いない。同協会

とライセンス契

約を締結する必

要がある。

移動投票車
０円　　　　　　　（佐藤　毅議員）

Ｑ
 

どこの自治体も選挙の投票率が低下して

いる。移動投票車を導入しては？

Ａ
 

移動投票車（移動期日前投票所）は県南

のほうで導入しており、す

ごく助かっているという話

を聞いた。先進地の取り

組みを参考にして判断し

ていきたい。

町長の施政方針

　一歩ずつ着実に歩みを進め、「南小国だから

できること」「南小国じゃなければできないこと」

の実現に挑戦していきたい。

○ＪＡ跡地の利活用に向けた協議

○道路や水道などインフラ施設の老朽化対策

○移住定住の促進

○今後の農業を考える会で話し合っている持続

的な農業経営や発展に向けた取り組みへの

支援

○未来の担い手を育む教育の充実

D-ONU管理サーバ更新業務委託料
３，３００万円　　　　　（北里桂一議員）

Ｑ
 

事業の内容は？

Ａ
 

ケーブルテレビセンターに設置してある、

光回線を LAN 回線

に変換する機械を

一元管理するため

のサーバが耐用年

数を経過しているこ

とから更新を行う。
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大阪万博研修補助金
１，７００万円　　　　　（井野和哉議員）

Ｑ
 

研修の目的と内容は？

Ａ
 

子供たちが世界を身近に感じ、将来の夢

に繋げられるような

体験をしてほしい、と

の思いで町内の小学

５・６年生と中学生を

対象に２泊３日の研

修を行うこととした。

今後の農業を考える協議会
０円　　　　　　　（穴井秀房議員）

Ｑ
 

昨年度から協議を本格化した協議会であ

り、町長の施政方針でも現在協議中とあるのに、

なぜ一方的に打切りとするのか？

Ａ
 

新しい組織を設立し、今後はそこを中心

に米・野菜等の既存特産品の強化や新たな特産

品の生産・販売を行っていく予定だが、必要な

時期には「今後の農業を考える協議会」を開催

したい。

自治体こども計画策定業務委託料
４４０万円　　　　　　（森永一美議員）

Ｑ
 

計画の内容は？今ある「子ども子育て支

援計画」と重複する部分が多いのであれば統合

しては？

Ａ
 

子どもから若者までを対象とした計画。

町内小学５年生から３０代までにアンケート調

査を行い、意見を元

に施策を決める。両

計画はいずれ統合する

方向。

不良空き家解体事業費補助金
２００万円　　　　　　（後藤六男議員）

Ｑ
 

補助の内容と件数は？

Ａ
 

管理されておらず周囲に支障を来すおそ

れのある住宅の解体

費用の一部を補助す

る。上限５０万円の４

戸分を今回予算計上し

た。

町道草刈り及び維持工事
４，４７０万円　　　　　（井上則臣議長）

緊
 

急性や費用対効果の面から言えば優先順

位が低くなりがちな事業の一つではあるが、イ

ンフラ施設を適正に維持していくためには日頃

のメンテナンスが重要である。今後も継続でき

るような仕組みづくりを期待する。

給食センター建て替えに伴う
詳細調査業務委託

４９万円　　　　　　　（穴井則之議員）

Ｑ
 

業務の内容は？

Ａ
 

建替え候補地の地質地盤調査及び上下水

道敷設に係る環境適

性確認調査の費用。

候補地は利便性も考

慮しながら今後選定

する。
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一般・特別 会計　前年度比較
会　計　名 令和７年度 令和６年度 前年比
一 般 会 計 57 億 700 万円 55 億 1955 万円 3.4%

特
別
会
計

国民健康保険 5億 5998 万円 5億 8966 万円 △ 5.0%
後期高齢者医療 9075 万円 8062 万円 12.6%
介護保険 7億 359 万円 6億 6566 万円 0.3%

計 13 億 5431 万円 13 億 3594 万円 1.4%
合　　　計 70 億 6131 万円 68 億 5549 万円 3.0%

※表示単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

公営企業会計　　※令和 6年度から簡易水道・下水道事業は公営企業会計へ移行しました。

会　計　名 予　　算 会　計　名 予　　算

簡 易 水 道
事 業 会 計

事 業 収 益 1億 5820 万円
下 水 道
事 業 会 計

事 業 収 益 2億 2792 万円
事 業 費 用 1億 6262 万円 事 業 費 用 2億 3166 万円
資本的収入 2億 4203 万円 資本的収入 5624 万円
資本的支出 2億 8734 万円 資本的支出 1億 1582 万円

□　事 業 収 益：料金収入や他会計からの補助金など
□　事 業 費 用：人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
□　資本的収入：事業を行うために借り入れる企業債（借金）など
□　資本的支出：建設改良費や企業債の返還元金など

（一般会計）
物価高騰対応重点支援臨時給付金 2010万円 令和６年度団体営農業農村整備事業 2370万円

地籍調査事業 2214万円 町道舗装維持管理計画事業 2400万円

道路メンテナンス事業 4268万円 社会資本整備総合交付金事業 2072万円

町道改良事業 3501万円 普通河川小田川河川改修工事（災害関連） 2880万円

道路維持事業 1050万円 令和６年度発生農地等災害復旧事業 1542万円

※千円単位四捨五入

地方交付税
18億800万円
（31.7％）

その他
7億4779万円
（13.1％）

その他
7億4779万円
（13.1％）

総務費
21億9494万円
（38.5％）

衛生費
7億2941万円
（12.8％） 民生費

8億5349万円
（15.0％）

その他
3億776万円
（5.4％）

歳 入 歳 出

寄付金
10億500万円
（17.6％）

寄付金
10億500万円
（17.6％）

教育費
4億3868万円
（7.7％）

教育費
4億3868万円
（7.7％）

土木費
4億1011万円
（7.2％）

土木費
4億1011万円
（7.2％）

町債
2億6500万円
（4.6％）

町債
2億6500万円
（4.6％）

県支出金
2億8261万円
（5.0％）

県支出金
2億8261万円
（5.0％）

繰入金
8億2856万円
（14.5％）

繰入金
8億2856万円
（14.5％）

農林水産業費
4億4298万円
（7.8％）

農林水産業費
4億4298万円
（7.8％）

公債費
3億2963万円

（5.8％）

公債費
3億2963万円

（5.8％）

国庫支出金
3億2595万円
（5.7％）

国庫支出金
3億2595万円
（5.7％）

町税
4億4409万円
（7.8％）

町税
4億4409万円
（7.8％）

令和７年度　一般会計内訳

会計別　前年度との比較

令和６年度から７年度への繰越事業一覧
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令
和
７
年
３
月

第
１
回
定
例
会
　

　

３
月
定
例
会
が
３
月
４
日
か

ら
13
日
の
会
期
で
開
催
。
一
般

質
問
や
町
長
施
政
方
針
の
あ

と
、
条
例
の
設
置
・
一
部
改
正
・

当
初
予
算
な
ど(
条
例
10
・
予

算
18
・
そ
の
他
５)
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

●
令
和
７
年
度
当
初
予
算

◆
一
般
会
計

主
な
審
議

○
大
阪
万
博
研
修
補
助
金

▼
井
野
議
員　

今
回
の
研
修
に

た
ま
た
ま
病
気
等
で
行
け
な
く

な
っ
た
子
ど
も
や
小
学
１
～
４

年
生
も
万
博
に
行
っ
て
み
た
い

の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
夏
休

み
な
ど
家
族
旅
行
で
行
く
場
合

に
は
補
助
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答

今
回
は
南
小
国
町
が
ブ
ー

ス
を
出
展
す
る
期
間
に
合
わ
せ

た
の
と
、
団
体
で
の
移
動
や
宿

泊
を
伴
う
た
め
年
齢
も
限
定
し

た
。
全
て
の
子
ど
も
に
体
験
さ

せ
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
は
分
か

る
。
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

一
般
の
町
民
の

方
も
行
っ
て
み
た
い
の
で
は
？

参
加
負
担
金
を
取
っ
て
町
が
定

期
的
に
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
み
て

は
ど
う
か
。

答

と
り
あ
え
ず
ツ
ア
ー
会
社

に
相
談
し
て
み
る
。
そ
れ
か
ら

検
討
し
た
い
。

○
入
湯
税
と
宿
泊
税

▼
北
里
議
員　

入
湯
税
と
宿
泊

税
の
違
い
は
。

答

入
湯
税
は
地
方
税
法
に
定

め
ら
れ
た
法
定
目
的
税
で
あ
り
、

使
途
の
内
容
も
決
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
宿
泊
税
は
法
定
外
目
的

税
に
な
り
、
使
途
は
自
治
体
が

定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

○
特
産
品
開
拓
委
託
料

▼
穴
井
秀
房
議
員　

特
産
品
に

つ
い
て
は
「
南
小
国
町
今
後
の

農
業
を
考
え
る
協
議
会
」
で
も

協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
回
こ
の
予
算
を
計
上

し
た
意
図
は
。

答

南
小
国
町
今
後
の
農
業
を

考
え
る
協
議
会
と
は
別
軸
で
農

畜
産
物
の
販
売
促
進
を
協
議
す

る
組
織
を
立
ち
上
げ
る
。

○
く
ま
も
と
県
電
子
入
札
共
同

利
用
新
規
導
入
支
援
業
務
委
託

▼
森
永
議
員　

こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
導
入
す
る
理
由
は
。

答

現
在
、
県
内
45
市
町
村
の

う
ち
31
市
町
村
で
導
入
さ
れ
て

い
る
。
従
来
の
入
札
は
役
場
側

に
も
業
者
側
に
も
コ
ス
ト
と
手

間
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
今
回

導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
自
治
組
織
助
成
金

▼
佐
藤
議
員　

助
成
金
の
算
定

は
「
世
帯
数
」
に
な
っ
て
い
る

が
「
人
数
」
に
す
べ
き
で
は
？

答

た
し
か
に
一
人
暮
ら
し
の

世
帯
と
大
家
族
の
世
帯
が
同
額

だ
と
格
差
が
生
じ
る
。
内
容
を

精
査
し
て
対
応
を
検
討
し
た
い
。

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
費

▼
森
永
議
員　

子
供
た
ち
は
プ

レ
ゼ
ン
大
会
や
授
業
な
ど
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
て
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に

は
必
要
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い

る
。
購
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

仕
様
は
。

答

前
回
か
ら
５
年
が
経
過
し

た
た
め
入
替
え
を
行
う
。
今
と

同
じ
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
モ
デ

ル
を
予
定
し
て
い
る
。

○
基
金
利
子

▼
井
野
議
員　

昨
年
度
に
比
べ

基
金
利
子
が
大
幅
な
増
額
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
今

後
の
基
金
の
運
用
計
画
は
。

答

一
つ
は
日
銀
の
ゼ
ロ
金
利

政
策
解
除
に
伴
い
銀
行
の
預
金

金
利
が
上
が
っ
た
こ
と
と
、
も

う
一
つ
は
基
金
の
一
部
に
つ
い

て
債
券
運
用
を
始
め
た
こ
と
で

大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
。
債
券

運
用
に
つ
い
て
は
今
後
も
安
全

性
に
留
意
し
な
が
ら
継
続
し
て

い
き
た
い
。

○
町
有
地
支
障
木
伐
採
委
託
料

▼
後
藤
議
員　

本
来
で
あ
れ
ば

支
障
木
は
個
人
が
自
費
で
伐
採

す
べ
き
と
思
う
が
、
町
が
伐
採

す
る
理
由
は
。

答

個
人
の
所
有
す
る
山
林
の

伐
採
で
は
な
く
、
町
有
地
か
ら

民
家
の
ほ
う
へ
倒
れ
か
か
っ
て

い
た
り
す
る
支
障
木
の
伐
採
を

行
う
た
め
。

○
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

▼
森
永
議
員　

商
工
会
の
調
査

に
よ
る
と
町
内
の
約
６
割
の
事

業
者
が
後
継
者
未
定
と
の
こ

と
。
こ
の
補
助
は
事
業
を
承
継

す
る
場
合
も
対
象
に
な
る
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
条
件

等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答

第
三
者
へ
の
事
業
承
継
は

も
ち
ろ
ん
、
親
族
内
の
事
業
承

継
で
あ
れ
ば
三
親
等
以
内
が
対

象
と
な
る
。

▼
穴
井
則
之
議
員　

第
三
者
承

継
で
店
を
受
け
継
い
だ
方
が
こ

の
補
助
を
利
用
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
年
度
途
中
で
あ
っ
た

た
め
申
込
み
期
限
が
過
ぎ
て
お

り
断
念
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。
随
時
申
込
み
を
受
け
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

答

承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
不

利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
要
綱
の

見
直
し
を
検
討
す
る
。

○
小
国
高
校
寄
宿
舎
運
営
負
担

金▼
井
野
議
員　

負
担
金
の
内
訳

は
。

答

令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る

地
域
み
ら
い
留
学
事
業
に
係
る

寄
宿
舎
の
運
営
費
用
で
あ
り
、

舎
監
や
調
理
員
の
人
件
費
等
を

両
町
で
負
担
す
る
。

○
シ
ン
複
合
型
農
業
実
践
協
議

会▼
穴
井
秀
房
議
員　

ど
ん
な
取

り
組
み
を
行
う
組
織
な
の
か
。

答

米
を
主
と
す
る
既
存
の
特

産
物
の
販
売
強
化
と
新
加
工
品

の
開
発
な
ら
び
に
農
用
地
の
保

全
と
複
合
型
農
業
に
よ
る
農
業

者
の
所
得
向
上
と
雇
用
の
増
を

目
的
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
く
。

授業での使用風景
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○
タ
ク
シ
ー
利
用
費
助
成
事
業

補
助
金

▼
佐
藤
議
員　

通
院
な
ど
で
上

限
の
50
枚
を
使
い
切
っ
て
い
る

高
齢
者
も
お
ら
れ
る
一
方
で
、

数
枚
も
し
く
は
全
く
使
用
し
な

い
方
も
お
り
予
算
的
に
は
余
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
福
祉
目

的
の
事
業
と
し
て
制
度
設
計
の

見
直
し
を
行
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

答

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
あ

る
程
度
満
足
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
や
町
内
在
住
外
国
人

の
移
動
手
段
な
ど
を
含
め
て
総

合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
井
野
議
員　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
内
容
は
。

答

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に

子
育
て
世
代
が
求
め
て
い
る
支

援
に
つ
い
て
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
す

る
。
主
催
は
南
小
国
町
と
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
対
象
者
は
全
町
民
。
会
場
は

き
よ
ら
ホ
ー
ル
を
予
定
し
て
お

り
、
期
日
は
現
在
調
整
中
。

○
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
委
託
料

▼
佐
藤
議
員　

温
泉
館
き
よ
ら

の
施
設
全
体
の
指
定
管
理
委
託

の
は
ず
だ
が
、
今
の
受
託
者
は

１
階
の
温
泉
施
設
し
か
管
理
し

て
い
な
い
。
で
あ
れ
ば
１
階
部

分
を
業
務
委
託
に
し
て
、
２
階

部
分
は
受
託
者
に
使
用
し
て
も

ら
い
賃
料
を
い
た
だ
く
よ
う
に

す
れ
ば
町
の
持
出
し
を
減
額
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

答

施
設
を
分
離
す
る
と
い
う

想
定
が
な
か
っ
た
の
で
、
運
用

面
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

○
中
学
校
制
服
購
入
費

▼
穴
井
則
之
議
員　

購
入
費
の

内
訳
は
。

答

令
和
７
年
度
の
夏
服
32
名

分
、
令
和
８
年
度
入
学
生
徒
用

夏
服
35
名
分
、
同
じ
く
冬
服
35

名
分
を
購
入
す
る
予
定
。

▼
森
永
議
員　

子
育
て
世
帯
か

ら
は
大
変
助
か
っ
て
い
る
と
の

声
を
聞
く
。
今
後
も
継
続
し
て

も
ら
え
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

財
政
が
許
す
か
ぎ
り
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
道
路
巡
回
・
補
修
業
務
委
託

▼
井
野
議
員　

委
託
の
内
容
は
。

答

今
ま
で
は
町
道
の
軽
微
な

補
修
や
降
雨
後
の
竹
な
ど
の
除

去
は
職
員
が
行
っ
て
い
た
が
、

工
事
が
立
て
込
ん
で
く
る
と
な

か
な
か
対
応
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用

し
て
委
託
す
る
。

○
小
国
杉
モ
バ
イ
ル
建
築
施
設

整
備
工
事

▼
北
里
議
員　

施
設
の
大
き
さ

と
用
途
は
。

答

4.5
ｍ
×
5.6
ｍ
程
度
の
大
き

さ
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

事
務
室
を
想
定
し
て
い
る
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

▼
佐
藤
議
員　

本
町
が
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
に
認
定
さ
れ
、

チ
ッ
プ
の
増
産
や
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
の
導
入
な
ど
が
計
画
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
予
算
化

さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

答

発
電
施
設
の
基
本
計
画
の

作
成
を
予
定
し
て
い
る
。
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
た
い
の
で

令
和
８
年
度
の
予
算
計
上
を
見

込
ん
で
い
る
。

○
集
落
支
援
員

▼
井
野
議
員　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
年
１
回
の
活
動
報
告
が

あ
る
が
、
集
落
支
援
員
は
ど
ん

な
事
を
や
っ
て
い
る
の
か
見
え

な
い
。
活
動
報
告
会
を
開
く
予

定
は
。

答

ど
ん
な
形
に
な
る
か
分
か

ら
な
い
が
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

主
な
審
議

○
外
国
人
の
保
険
税
滞
納

▼
佐
藤
議
員　

外
国
人
の
方
が

就
労
目
的
で
日
本
に
来
て
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
、
治
療
を

受
け
た
も
の
の
保
険
税
を
払
わ

ず
自
国
に
帰
る
と
い
う
話
を
聞

く
。
徴
収
に
向
け
た
取
り
組
み

は
あ
る
か
。

答

国
内
に
転
居
し
た
場
合
は

住
所
や
職
場
を
調
査
し
て
給
与

の
差
押
え
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
が
、
国
外
へ
転
出
し
た
場
合

は
追
跡
し
よ
う
が
な
い
た
め
手

を
焼
い
て
い
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

主
な
審
議

○
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

▼
井
野
議
員　

子
ど
も
子
育
て

支
援
金
に
関
連
す
る
シ
ス
テ
ム

改
修
と
の
こ
と
だ
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
と
ど
う
い
っ
た
関
係

が
あ
る
の
か
。

答

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
に

つ
い
て
は
令
和
８
年
度
か
ら
毎

年
、
医
療
保
険
者
か
ら
支
援
納

付
金
を
徴
収
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
後
期
高
齢
者
医

療
に
つ
い
て
も
該
当
に
な
る
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

主
な
審
議

○
介
護
施
設
の
閉
鎖

▼
後
藤
議
員　

全
国
的
に
介
護

職
員
が
不
足
し
て
お
り
施
設
が

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話
を

聞
く
。
本
町
の
現
状
は
。

答

本
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
つ
い
て
は
特
に
そ
う

い
っ
た
動
き
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
各
事
業
所
で
人
材
確
保
・

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計

主
な
審
議

○
市
原
水
源
取
水
設
備
整
備
工

事▼
穴
井
秀
房
議
員　

事
業
の
内

容
は
。

答

新
し
い
市
原
水
源
は
ケ
ー

シ
ン
グ
ま
で
完
了
し
て
お
り
、

今
年
度
は
ポ
ン
プ
、
取
水
設
備
、

浄
水
設
備
、
市
原
配
水
池
ま
で

の
送
水
管
の
整
備
を
行
う
。

○
水
道
料
金
の
値
上
げ

▼
北
里
議
員　

全
国
的
に
水
道

料
金
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
て
い

る
。
本
町
で
も
値
上
げ
の
計
画

が
あ
る
の
か
。

答

本
町
は
30
数
年
値
上
げ
を

実
施
し
て
い
な
い
た
め
改
正
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
く
。

ボーリング工事風景
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●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３ 

０
６
８
万
円
を
減
額
し
、
総
額

61
億
５
２
０
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

主
な
審
議

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー

ン▼
佐
藤
議
員　

今
年
度
の
参
加

者
数
と
活
動
内
容
は
。

答

10
名
の
枠
に
対
し
６
名
の

参
加
が
あ
り
、
観
光
協
会
や
今

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
事

を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
今
後

も
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
は
じ
め
色
々
な
媒
体
で
周

知
し
て
い
き
た
い
。

○
入
湯
税
の
使
途

▼
森
永
議
員　

別
府
市
や
京
都

市
は
入
湯
税
の
使
途
に
つ
い
て

公
表
し
て
い
る
。
納
税
者
（
入

浴
者
）
の
納
得
を
得
る
た
め
、

ま
た
入
湯
税
が
生
活
に
活
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
町
民
に
周
知

す
る
た
め
に
も
本
町
も
公
表
す

べ
き
で
は
。

答

公
表
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定

◆
総
合
物
産
館

　

管
理
者　

Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国

賛
成
多
数

◆
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

　

管
理
者　

ヤ
ー
ク
マ
マ

賛
成
多
数

◆
木
材
拠
点
施
設

　

管
理
者　

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｑ
ｕ
ｅ

賛
成
多
数

反
対
討
論

▼
佐
藤
議
員　

指
定
管
理
が
長

年
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、

こ
の
指
定
管
理
制
度
と
い
う
も

の
が
本
当
に
町
に
適
し
て
い
る

の
か
、
業
務
委
託
で
は
だ
め
な

の
か
、
も
う
少
し
費
用
を
抑
え

ら
れ
る
方
法
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
等
、
一
度
立
ち
返
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
の
で
反
対
す

る
。

●
条
例

◆
水
道
条
例
の
一
部
改
正

改
正
内
容

簡
易
水
道
事
業
の
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
県
の
変
更
認
可
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
改

正
を
行
う
。

◆
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
改
正
内
容

令
和
７
年
度
か
ら
保
育
課
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
の
所
管
に

「
保
育
課
」
を
追
加
す
る
。

●
人
事

◆
監
査
委
員
の
選
任

　

陣
の
前　

石
橋　

正
寿　

氏

再
　
任

●
そ
の
他

◆
町
道
の
路
線
変
更

改
正
内
容

波
居
原
の
長
迫
に
あ
る
町
道
黒

川
波
居
原
線
と
国
道
４
４
２
号

の
交
差
点
の
工
事
完
了
に
伴
い

終
点
の
変
更
を
行
う
。

一般会計 主な補正予算 （万円）

地籍調査委託料 △1,214
電算関係運営支援委託料 △2,272
施設型給付費公立保育園負担金 1,600
予防接種委託料 △897
経営発展支援事業補助金 △1,199
町道草刈り及び維持工事 △800
町道改良工事他 △1,300
道路メンテナンス事業工事請負費 800

３月定例会（３月４～ 13 日）　採択結果

議案番号 事　件　名 採決
結果

下

城

北

里

佐

藤

森

永

井

野

後

藤

穴
井
秀

穴
井
則

議案第30号 南小国町総合物産館の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第31号 南小国町交流促進センターの指定管理者の指定について 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議案第32号 南小国町木材拠点施設の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

〇…賛成、　×…反対、　　　　※賛否の分かれた案件のみ掲載。

令和７年　議会日誌

２
　
月

1 第６回プレゼンテーション大会

4 子ども子育て会議

20 議会運営委員会

21 阿蘇広域議会運営委員会

21 県町村議長会第75回定期総会

３
　
　
月

1 熊本県立小国高等学校卒業式

4～13 令和７年第１回定例会

7 南小国中学校卒業式

7 熊本県立小国支援学校卒業式

13 議会広報調査対策特別委員会

21 各小学校卒業式

21 ケーブルテレビ放送番組審査会

17 今後の農業を考える協議会

24 阿蘇広域議会定例会

25 小国公立病院議会

４
　
月

8 小国高校入学式

9 小・中学校入学式

14 阿蘇市町村議長会総会

14 春の全国交通安全運動街頭指導

17・23 議会広報調査対策特別委員会
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①
総
合
物
産
館

問
　
契
約
か
ら
32
年
。
営
業
を

継
続
す
る
な
ら
、
土
地
譲
渡
が

必
要
。
別
の
土
地
に
道
の
駅
と

な
る
物
産
館
を
整
備
し
て
は
。

町
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

交
渉
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　
国
交
省
か
ら
道
の
駅
建

設
の
要
望
が
あ
る
。
契
約
更
新

の
時
期
も
近
い
の
で
、
私
自
身

も
交
渉
に
同
席
し
て
意
向
を
伝

え
て
い
き
た
い
。

②
観
光
農
園

問
　
契
約
か
ら
29
年
。
使
用
さ

れ
て
い
な
い
施
設
が
あ
る
。
今

後
ど
う
利
活
用
す
る
？

農
林
課
長　

新
規
特
産
品
関
係

で
利
用
を
続
け
る
。

③
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

問
　
契
約
か
ら
29
年
。
休
業
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
返
還
す
る
の

か
？

農
林
課
長　

事
業
の
継
続
か
、

中
止
・
休
業
を
検
討
中
。
半
年

の
間
に
結
論
を
得
た
い
。

町
長
　
事
業
継
続
に
つ
い
て

は
、
協
議
議
論
を
し
て
い
く
。

④
市
原
保
育
園

問
　
契
約
か
ら
23
年
。
遊
ぶ
場

所
は
広
い
ほ
う
が
良
い
。
施
設

の
老
朽
化
で
新
設
移
転
も
考
え

る
時
期
。
契
約
満
了
ま
で
あ
と

１
年
。
ど
う
す
る
？

福
祉
課
長　

建
物
と
の
関
係
は

避
け
ら
れ
な
い
。
保
育
ニ
ー
ズ

の
変
化
等
の
課
題
を
含
め
て
、

将
来
を
見
据
え
て
検
討
を
諮
っ

て
行
く
。

佐藤　毅　議員

Ｑ私有地への土地借上料の支払い、
いつまで続ける？

Ａ貸借を続けつつ、売買交渉を行っ
ていく

観光農園観光農園 総合物産館きよらカァサ総合物産館きよらカァサ

問　

移
住
定
住
希
望
者
は
一
定

程
度
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

い
ざ
移
住
定
住
と
な
っ
た
と
き

に
本
町
に
は
住
宅
が
不
足
し
て

い
る
状
態
。

　

家
族
で
の
移
住
定
住
に
は
多

額
の
資
金
が
必
要
に
な
り
、
若

い
世
代
で
は
住
宅
の
新
築
、
購

入
、
リ
フ
ォ
ー
ム
等
金
銭
面
で

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
戸
建
て
等

の
賃
貸
住
宅
が
望
ま
れ
る
が
本

町
に
は
対
象
物
件
が
少
な
い
。

高
森
町
で
は
移
住
定
住
者
に
対

し
て
手
厚
い
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
茨
城
県
境
町
で
は
、
町
営

で
建
設
し
た
住
宅
に
二
十
年
間

住
み
続
け
る
こ
と
で
土
地
、
住

宅
と
も
に
無
償
譲
渡
す
る
施
策

で
多
く
の
移
住
定
住
者
を
実
現

し
て
い
る
。
何
か
対
策
を
行
う

必
要
が
あ
る
時
期
で
は
な
い
か
。

町
長　

移
住
定
住
希
望
が
あ
っ

て
も
住
宅
状
況
か
ら
移
住
に
繋

が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
は

否
め
な
い
。
特
に
賃
貸
希
望
が

あ
る
た
め
、
住
宅
確
保
の
取
り

組
み
を
で
き
る
だ
け
早
く
進
め

た
い
。

Ｑ 
移住定住希望者の住宅について

Ａ本町への移住定住を希望する人が一定数いるが住
宅事情は潤沢とは言えず、早期に対策を行いたい穴井　秀房　議員

茨城県境町の定住促進住宅茨城県境町の定住促進住宅
（マンションタイプ）（マンションタイプ）

茨城県境町の定住促進住宅茨城県境町の定住促進住宅
（戸建てタイプ）（戸建てタイプ）
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森永　一美　議員

Ｑ産前産後の家事育児サポートとして
社協のヘルパー事業を活用しては？

Ａ 
前向きに検討する

問
　
今
、
子
ど
も
と
保
護
者
へ

の
支
援
を
社
会
全
体
で
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

産
前
産
後
か
ら
幼
児
期
に
お
い

て
、
支
援
制
度
の
充
実
が
必
要

で
は
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育
を
切
望

す
る
声
が
あ
る
。
有
資
格
者
が

自
宅
に
来
て
保
育
す
る
「
訪
問

型
」
で
実
施
で
き
な
い
か
？

福
祉
課
長　

公
立
病
院
内
で
の

「
施
設
型
」
は
看
護
師
確
保
が

難
し
く
見
送
り
と
な
っ
た
。
考

え
て
い
く
。

問
　
妊
娠
出
産
を
頑
張
っ
た
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に
あ
り
が

と
う
の
気
持
ち
を
渡
す
た
め
に

も
、
①
産
後
ケ
ア
の
初
回
利
用

を
無
料
に
し
て
は
？
②
産
後
１

年
以
内
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

に
町
内
宿
泊
補
助
を
し
て
は
ど

う
か
？
町
の
良
さ
に
触
れ
て
も

ら
う
機
会
に
な
る
の
で
は
。

町
民
課
長　

関
係
機
関
と
連
携

し
解
決
策
を
つ
く
り
た
い
。

問
　
産
前
産
後
の
家
事
育
児
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
。
社
協
の

ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
活
用
で
き
な

い
か
？

福
祉
課
長　

前
向
き
に
検
討

す
る
。

問　

去
る
12
月
定
例
議
会
の
み

ら
い
南
小
国
子
ど
も
会
議
で
南

小
国
中
学
校
３
年
生
が
町
の
今

と
未
来
の
課
題
を
基
本
に
研

究
、
検
討
し
て
町
執
行
部
と
議

会
に
課
題
解
決
の
提
案
を
さ
れ

た
。
私
は
一
議
員
と
し
て
賛
成

の
理
由
は
町
に
公
園
が
無
い
こ

と
は
子
育
て
環
境
な
ど
他
世
代

の
交
流
拠
点
と
し
て
ぜ
ひ
と
も

必
要
だ
と
考
え
設
置
を
望
む
。

町
長　

中
学
生
が
農
協
跡
地
に

つ
い
て
素
晴
ら
し
い
提
案
を
し

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
議
員
の
言
わ
れ
る
交

流
拠
点
、
災
害
時
に
避
難
所
と

し
て
も
必
要
で
あ
り
、
町
民
も

求
め
て
い
る
と
思
う
。
貴
重
な

ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
再
度
ア
ン

ケ
ー
ト
も
踏
ま
え
町
民
が
ス
マ

イ
ル
に
な
る
よ
う
に
進
め
る
。

問　

大
雨
の
と
き
線
状

降
水
帯
に
な
る
と
い
っ

き
に
緊
急
事
態
に
お
ち

い
り
避
難
が
困
難
に
な

る
。
緊
急
時
、
集
落
内

３
～
５
軒
の
中
の
空
き

家
な
ど
が
あ
れ
ば
持
ち

主
の
協
力
を
得
て
避
難

所
に
で
き
な
い
か
？

町
長　

町
と
し
て
避
難

は
指
定
避
難
所
に
避
難

い
た
だ
く
。
緊
急
時
は

屋
外
に
出
る
こ
と
は
危

険
な
の
で
垂
直
避
難
と

い
う
自
宅
の
最
も
安
全

な
場
所
で
待
機
を
呼
び

か
け
る
。
議
員
の
提
案

は
管
理
体
制
と
し
て
実

施
は
難
し
い
。

後藤　六男　議員

ＱＪＡ跡地にきよらスマイルパー
クを

Ａ交流拠点などを踏まえ町民がス
マイルになるように進める

Ｑ 
空き家を避難所にどうか？

Ａ管理体制として現状では実施は
難しい

現地調査の結果現地調査の結果

地　区 調査件数
空家等 利活用可

要判断
※外観での判断
が難しいもの

利活用不可
※外観上危険と
判断されるもの

その他
※既に利活用等
されていたもの

R5 R3 R5 増減 R5 増減 R5 増減 R5 増減

大字赤馬場 45 35 39 23 -1 6 1 5 -5 1 -14

大 字 中 原 37 35 23 15 0 9 +6 11 +6 0 -3

大字満願寺 56 52 47 16 -3 16 +3 19 +4 1 -7

合　計 138 122 109 54 -4 31 +10 35 +5 2 -24

産後の心身のケアを目的とした「産後ケア」産後の心身のケアを目的とした「産後ケア」
で安心したように眠る赤ちゃんで安心したように眠る赤ちゃん

未就園児の親子や妊婦さんが集う未就園児の親子や妊婦さんが集う
子育て支援ひろば「ぬくもり」の活動子育て支援ひろば「ぬくもり」の活動
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問　

全
国
の
高
齢
化
率
は
30
％

弱
で
あ
る
が
、
町
内
の
高
齢
化

率
は
。

町
民
課
長　

今
年
の
２
月
末
現

在
、
町
内
の
高
齢
化
率
は
40
％

で
あ
る
。

問　

町
内
の
各
介
護
施
設
で

は
、
要
支
援
・
要
介
護
の
方
々

の
利
用
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
よ

う
な
話
を
聞
く
が
、
何
か
要
因

を
把
握
し
て
い
る
か
。

福
祉
課
長　

要
支
援
・
要
介
護

の
人
数
自
体
大
き
な
変
動
は
な

い
が
、
小
国
町
内
に
も
介
護
施

設
が
あ
り
両
町
と
も
に
在
宅
介

護
を
進
め
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
部
分
で
利
用
者
の
数
が

増
え
て
い
な
い
の
が
要
因
で
は

な
い
か
。

問　

旧
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
森
園

は
、
多
世
代
型
交
流
施
設
と
し

て
利
用
予
定
と
の
こ
と
だ
が
。

福
祉
課
長　

子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て
、
さ
ら
に
元
気
ア
ッ

プ
教
室
や
、
男
性
に
人
気
の
あ

る
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
、
定
期
的
に
行
え

る
形
で
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ高齢者福祉サービスのさらなる
充実を

Ａ高齢者の安全と、生活の質を確
保していく

旧グループホーム森園旧グループホーム森園 湯夢プラザ（湯田）湯夢プラザ（湯田）

井野　和哉　議員

経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穴井　秀房

　令和７年２月２６日、建設課より「現在は町道となっているが、山林や原野の中にあり
道路としての使用が極端に少なく、また老朽化した橋梁等があり、今後の管理の難しい路
線について今後どのように対応するか」の協議申し出があり協議を行いました。
　今回は５路線について協議しましたが全路線に老朽化が見られ、中には通行不能の橋梁
もありました。架け替えには多額の費用が必要であり、また一部は町道としての使用もほ
とんど無い状態の路線であることから、今後地元と協議を行い、必要であれば正式に廃止
の手続きをすべきでは、との結論に至りました。廃止後は里道や町、個人名義の公衆用道
路となる予定です。
　町内には自動車等の通行が不能となっている町道も多路線存在する状況です。今後は順
次路線毎の見直しが必要と思われます。

老朽化が進む橋腐食した橋桁
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阿蘇広域行政事務組合議会
北里　桂一

　３月２４日に阿蘇広域行政事務組合議
会定例会が開かれ、組合長には先の阿蘇
市長選挙で市長になられた松嶋和子氏が
就任されました。
　また令和７年度の予算審議があり、本
町の負担金額は下記のとおり決定しまし
た。

費　目　　　金　額　　　（前年比）

総務費　　　1011 万円（－ 165 万円）
衛生費　1億 3296 万円（＋ 866 万円）
消防費　1億 2305 万円（＋ 663 万円）
　計　　2億 6612 万円（＋ 1364 万円）

小国郷公立病院組合議会
後藤　六男

　３月２５日に令和７年第１回定例会
が行われました。主な議案では令和７
年度病院事業会計予算で運営の収益費用
として総額１８億６５７０万円の議案が
提出され、十分な審議の結果、可決承
認されました。なお診療による収益は
１１億６０５９万円であり、全事業費の
６２．２％を占めています。
　支出の建設改良費の内訳は医療機器購
入費及び老人保健施設の非常用自家発電
機設備設置工事等を予定しているとのこ
とでした。また一般質問として入院患者
の給食改善、診察室でのプライバシー保
護、病棟の管理について質問がありまし
た。

総務文教常任委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　毅

①移住定住促進空き家活用住宅の設置等の条例を制定
　町内にある利用されていない住宅
を、所有者が１０年間無償で町に貸し
出すことを条件に、町が借上げ整備改
修工事を行い、移住定住を希望する方
へ貸し出す住宅の設置を目的とする。
すでに３戸の空き家住宅が整備され、
２戸が賃貸中で、もう１戸も賃貸準備
中。今後も空き家の利活用を促進する
ために、事業を継続して空き家問題に
対応していく。

②４月より保育課新設
　近年多様化する保育ニーズ等に対応するために、新
たに保育課を設置して保育園運営の充実を図る。また
施設、建物の老朽化が複数の園でみられ、その課題解
決にもあたる。
　市原保育園では、２階の改修工事を７月までに終え、
教室不足の解消を図る予定である。

改修前　　　　　　　　改修後

仕切り工事を行う
市原保育園（２階）
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春
の
日
差
し
も
暖
か
く
な
り
桜
の
花
も
満
開
の

入
学
式
が
行
わ
れ
新
し
い
環
境
や
出
会
い
が
始
ま

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
で
は
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
な
り
相
互

関
税
発
動
等
で
株
価
の
暴
落
や
国
際
貿
易
の
あ
り

方
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

慌
た
だ
し
い
年
度
末
を
迎
え
３
月
定
例
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
は
無
か
っ
た
７
日

開
催
の
議
会
と
な
り
来
年
度
の
予
算
が
主
な
議
事

で
し
た
。
予
算
に
対
し
て
質
疑
応
答
が
多
数
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
街
づ
く
り
を
執
行
部
と
議
会
が
真
剣

に
議
論
を
重
ね
て
い
る
こ
と
の
意
義
と
責
任
、
二

元
代
表
制
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

新
年
度
に
向
け
て
新
た
な
取
り
組
み
や
課
題
に

町
民
の
皆
様
の
付
託
に
答
え
ら
れ
る
べ
く
議
会
と

し
て
も
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
町
民
の
声
を
町
に
つ
な
ぐ
議
員
と
し
て
の

役
目
を
果
た
し
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
皆
様
に
伝

え
ら
れ
る
広
報
誌
を
作
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
里
桂
一
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

井
上　

則
臣

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

穴
井　

秀
房

　
　
　

委　

員　
　

北
里　

桂
一

…
就
農
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

県
外
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
29
歳

の
時
、
祖
父
母
の
田
畑
は
ど
う
す
る
の
か
？

将
来
を
ど
う
考
え
て
る
の
か
？
と
姉
に
諭
さ

れ
、
帰
郷
を
決
め
ま
し
た
。
帰
郷
＝
就
農
で

し
た
が
、
祖
父
か
ら
「
好
き
に
し
て
い
い
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
帰
郷
後
は
一
年

の
半
分
で
ほ
う
れ
ん
草
を
作
り
、
あ
と
半
分

は
別
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
町
内
で
農
業
を
し
て
い

る
同
級
生
と
話
を
し
た
時
に
、
農
業
の
可
能

性
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
自
分
も
も
っ
と
や
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
い
、
ト
マ

ト
も
始
め
、
徐
々
に
ハ
ウ
ス
を
増
や
し
ま
し

た
。
今
で
は
帰
郷
し
た
時
と
比
べ
る
と
４
倍

の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
規
模
を
拡
大
す
る

際
に
は
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
決
断
し
て
自

分
を
追
い
込
む
こ
と
で
頑
張
れ
て
い
る
の
か

と
思
い
ま
す
。
町
内
外
で
頑
張
ら
れ
て
い
る

農
家
さ
ん
の
存
在
も
大
き
い
で
す
。

…
受
賞
に
繋
が
っ
た
井
さ
ん
の
農
業
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

小
原
は
標
高
７
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
高
冷
地

で
す
。
高
冷
地
は
夏
場
も
涼
し
い
の
で
、
平
地

で
は
難
し
い
夏
場
の
栽
培
が
叶
い
ま
す
。
平
地

で
栽
培
が
難
し
い
時
期
は
、
市
場
の
流
通
量
も

減
る
の
で
、
単
価
が
上
が
り
ま
す
。
こ
の
単
価

が
高
い
時
期
に
出
荷
量
を
増
や
す
こ
と
で
安
定

し
た
収
入
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
出
荷
量
を
増
や

す
た
め
に
も
ハ
ウ
ス
を
増
や
し
規
模
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。
規
模
拡
大
す
る
と
到
底
家
族
だ
け

で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
作
業
を
分
担
し
、
袋

詰
め
は
地
元
の
ご
婦
人
方
に
、
ハ
ウ
ス
の
仕
事

は
外
国
か
ら
来
た
技
能
実
習
生
に
、
と
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
で
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
や
っ
た
ら
や
っ
た
分
だ
け
見
返
り

が
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
ト

マ
ト
の
実
が
キ
レ
イ
に
な
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。

…
今
後
に
向
け
て
。

　

今
後
も
作
る
の
は
ト
マ
ト
と
ほ
う
れ
ん
草

の
み
に
絞
っ
て
、
お
い
し
い
と
感
じ
て
も
ら

え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
更
に
規
模
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取
材
・
撮
影
・
文
：
井
野
和
哉·
北
里
桂
一·

森
永
一
美

井
い

　 和
かず

久
ひさ

さん
祖父のもとへＵターン就農し、規模拡大。
2024 年度農業コンクールで「新人王」受賞！

プロフィール
小原でほうれん草とトマトを作る井農園代表。祖父母の
田畑を継承し、規模拡大と安定収入を実現したとして、
2024 年度の熊本県農業コンクール大会において新人王
部門で優良賞受賞。

町民インタビュー　Vol.19

春～秋は早朝から働きつめるが、 冬場

は畑もご自身もしっかり休む。 年間を

通してメリハリをつけた働き方も特徴的

県農業コンクール新人王部門での町内

受賞者は2008年度の佐藤豊和さん

（手形野） 以来の快挙
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